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                    校長  山舗 清尚   

             

１ コミュニティスクール（運営協議会）のねらい 

 河原田小学校の子どもたちの健やかな成長を願い，学校づくりビジョンに掲げた学校教育目標

「人間味豊かに実践し，自らを切り拓くたくましい子」を実現するため，学校・家庭・地域が連携

し，学校教育のさらなる充実を図ります。 

 

２ コミュニティスクール（運営協議会）の実践について 

（1） 教育活動の実践事例 

1 年生「昔の遊びを教えて！」寿会 

   竹とんぼ・ビー玉・コマ回し・メンコ・だるまおとし・お手玉・

あやとり・おはじきの 8 種類に加え，今年はけん玉も追加し，昔

の遊びを寿会のみなさんに教えていただきました。終了後に歌と

手紙のプレゼントを渡しました。 

 

 2 年生「河原田名人になろう」地域の施設 

   河原田にある施設（地区市民センター・郵便局・忘帰處・竹林

公園・正久寺・興農社・みかん山・北勢卸売市場）を巡り，疑問に思

ったことを尋ねて教えてもらいました。探検に行った後は，新聞にま

とめ，お手紙を書いて，各施設へ届けました。 

 

 

 3 年生「河原田ってどんな町」連合自治会長をはじめ、河原田地区のみなさん 

   寿会の方にお世話になって、「まちカフェ」の様子を見学に行き、

お年寄りと交流を持ちました。 

   また、CS 運営委員さんをはじめ、地域の方々にもお世話になり，

河原田地区の歴史を学び、今と昔の河原田の様子の違いについて学

ぶ機会を持ちました。さらに、古くから伝わる「獅子舞」の歴史や

昔の暮らしを学習しました。 

   また、地区市民センターの方や寿会のみなさんにお世話になって、

木工細工で行燈づくりのご指導をしていただきました。 

 

 

 

 

4 年生「かまどベンチ」地区市民センター河原田地区のみなさん 

 学校の敷地内にかまどベンチを設置することになり、イスの部分に

児童の手形などの飾りつけを施し、立て看板の作成もさせていただい

た。完成したかまどで、避難所用のご飯を炊いて試食会を行いました。 
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5 年生「米作りを体験しよう」農芸高校 

   田植え・観察会・稲刈り・餅つきと年間を通して米作りの活動

を農芸高校のみなさんと体験しました。米作りの苦労を実感しま

した。 

 

 

6 年生「キャリア教育～夢たまごの作成～」佐藤正倫先生 

河原田地区在住の佐藤正倫先生からキャリア教育のお話をうかがいま

した。「夢」は自分がめざすもの「志」は社会の役に立つもの…（「夢」

という自分だけの目標に「自分以外の誰かの幸せ」が加わると「志」に

なる）夢と志の違いを聞いて自分の夢を再考した子どもたちでした。そ

の後，自分の夢を書いた紙を思いを込めて卵形の発泡スチロールに入れ

ました。 

 

 子どもたちは「地域や人から学ぶ」をテーマに各学年で取り組みを進めてきました。たくさん

の人と触れ合い，多くのことを学んできました。他にも図書ボランティアによる読み聞かせや，

学校安全の支援など地域や保護者の方々に多方面から子どもたちを支援していただきました。 

 

（2）コミュニティスクール（運営協議会）の取組による効果 

  今年度は１名の交代がありましたが，8 名の運営委員の方々に学校運営の現状について様々な

角度からご意見をいただきました。年間５回の協議会では授業や学校行事（校内作品展・学校保

健委員会・6 年生を送る会など）の参観や，給食の試食会を行い，学校運営について理解を深め

ていただきました。その都度，適切なご意見をいただき，改善できるところは職員に伝えて共有

してきました。特に今年度は学校現場を経験してみえた方が運営委員に加わったことで，学校現

場に即した意見を多数頂戴し，教員の意識改革に努めることができました。 

また、ＣＳ委員でもある民生児童委員の方を中心に、夏休みの子どもの居場所づくりの取り組

みも進めていただきました。夏休みにランチルームを開放し、地域の方々が指導者となって夏休

みの宿題を支援していただいたり、ゲームをしていただいたりして児童はもちろん保護者の皆様

にも好評をいただきました。 

子どもの姿を通して保護者は学校への信頼感を持っていただけるので，今後も地域との交流に

ついては学年だよりや HP に掲載し，地域とのつながりを大切にし，開かれた学校づくりを目指

していきたいと思います。 

 

 ３ 今後に向けて 

  上に挙げた居場所づくりのように、今年度はＣＳ委員の方々の方から積極的な提案をしていた

だき、また、学校からの依頼に対して快くご了解していただき、時には計画以上の支援をしてい

ただくこともたくさんありました。学校と地域が密接にかかわりながら子どもたちを育てていく

体制が益々進化してきたように感じます。来年度もＣＳ委員の方々はもちろん、地域の方々との

連携がさらに密になるように学校からも様々な提案をし、「チーム河原田小学校」としての体制

づくりを進めていきたいと思います。 



平成３０年度四日市版コミュニティスクール活動報告 
 
                       四日市市立河原田小学校  
                       
                       委員長  桐山 道久   
 
                       校 長  山舗 清尚   
 

 

月 協議会の開催 活 動 内 容 
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５ 
 
第１回 CS運営協議会 
 

・委嘱状交付 

・河原田小学校コミュニティスクール運営協議会会

則について 

・授業参観及び意見交換 

・本年度の学校づくりビジョンについて 

・年間活動計画について 

６ 第２回 CS運営協議会 

・協議―夏休みの子どもの居場所づくりについて 

・給食試食 

・意見交換 

・連絡―研修会について 

７   

８   

９   
10   

11 
 

第３回 CS運営協議会 
 

・音楽集会参観 

・校内の様子見学（授業時間・休み時間） 

・意見交換 

12   

１ 第４回 CS運営協議会 

・各教室授業参観 

・すくすくの会（学校保健委員会）参観・校内作品

展鑑賞 

・意見交換 

２ 
 

第５回 CS運営協議会 
 

・保護者アンケートについて・学校関係者評価につ

いて 

・「6年生を送る会」参観 

・感想交流・連絡 

３   
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